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加古川中流圏域河川整備計画 第五回 懇談会

河川の整備と実施に関する事項

兵庫県北播磨県民局
加東土木事務所

平成２４年８月２９日

資料5
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河川整備計画の構成

第１章 河川整備計画の目標に関する事項

第１節 流域及び河川の概要

第２節 河川整備の現状と課題

第３節 河川整備計画の目標

第４節 洪水による災害発生の防止又は軽減に関する目標

第５節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に

関する目標

第６節 河川環境の整備と保全に関する目標

第２章 河川の整備と実施に関する事項

第１節 河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該

河川工事の施工により設置される河川管理施設の

機能の概要

第２節 河道の維持の目的、種類及び施工の場所

第３節 河川整備を総合的に行うために必要な事項

（前回説明）

現状把握現状把握

計 画計 画

（今回説明）
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第２章 河川の整備と実施に
関する事項

＜第１節 河川工事の目的、種類
及び施工の場所並びに当該河川
工事の施工により設置される河
川管理施設の機能の概要＞
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間

・「原則として下流から上流に向かって順次整備する」を基本として、以下
のフローに従い整備区間を選定

現況で目標流量が
概ね流下可能か

①既定計画での位置付け(全体計画書、社会
基盤整備プログラム等への位置付け)の有無

②本川改修事業や周辺整備事業等の他計画
との整合の有無

③背後地の氾濫資産の大きさ(市街地の有無)

④投資可能額

整備区間の選定 整備区間対象外

Yes

NO

いずれにも当
てはまらない
場合

総合的に判断

一次評価

二次評価

整備区間の選定フロー
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間

流下能力向上対策実施区間

1

2

3

4

5

6

7 8-(1)

8-(2)

8-(3)

9

10

11

12

13

14

15

激特認可区間

未改修

改修済み

流下能力向上
対策区間

流域界

直轄管理区間

凡例

NO. 河川名 区間

1 加古川 中郷橋下流～篠山川合流点

2 美嚢川 城山橋～志染川合流点

3 志染川 幸座橋下流約200m～箕谷川合流点

4 淡河川 万代橋～尼谷川合流点付近

5 千歳川 西上野橋上流約220m～法河川上流端

6 前谷川 加古川合流点～藪下川合流点

7 万勝寺川 加古川合流点～かりかわ橋

直轄管理区間上流端～大畑川合流点

臨幸橋～鴨川合流点

神山川合流点～月江川合流点

9 大谷川 第６橋梁～法河川上流端

10 三草川 水路橋付近～中国自動車道

11 油谷川 加古川合流点～JR橋梁

12 野間川 みぎわ橋～山口井堰

13 杉原川 加古川合流点～熊野部井堰

14 思出川 杉原川合流点～井堰(1.96km)

15 奥荒田川 北安橋～乳母川橋

東条川8
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(1)加古川(中郷橋下流～篠山川合流点)

計画的に整備を進め

る区間

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

図－4.3.1(1) 加古川 現況河道 流下能力図 ： 現況流下能力(堤防高－余裕高) ： 整備計画目標流量

： 現況流下能力(HWL評価)
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人口
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7,225億円

計画的に整備を進める区間

激特区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(1)加古川(中郷橋下流～篠山川合流点)

単位 ： m3/s

野間川 杉原川

3,000 2,800 2,400 2,400 2,100

●

板波地点

畑谷川

篠
山
川

佐
治
川

中
郷
橋

計画的に整備を進める区間

中郷橋下流～篠山川合流点L=11.6km

激特事業区間

整備計画目標流量配分(加古川)

計画的に整備を進め

る区間

計画的に整備を進める区間

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)



H.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(1)加古川(中郷橋下流～篠山川合流点)

・河床掘削

・築堤

・護岸整備

・横断工作物改築

（橋梁、堰）

11.6中郷橋

～篠山川合流点

加古川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

加古川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

4

1

縦横縮尺比

※橋梁及び井堰等の横断工作物の改築にあたっては、関係者と
協議・連携の上、必要に応じ改修する。

河床掘削

護岸整備

築堤



H.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(2)美嚢川(城山橋～志染川合流点)

・河床掘削

・護岸整備

2.5城山橋

～志染川合流点

美嚢川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

美嚢川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比 河床掘削

護岸整備



HWLH.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(3)志染川(幸座橋下流約200m～箕谷川合流点)

・護岸整備

・横断工作物改築

1.7幸座橋下流約200m

～箕谷川合流点

志染川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

志染川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比

護岸整備



HWLH.W.L.計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(4)淡河川(万代橋～尼谷川合流点付近)

・河床掘削

・護岸整備

2.5万代橋

～尼谷川合流点付近

淡河川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

淡河川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比

護岸整備

河床掘削



H.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(5)千歳川(西上野橋上流約220m～法河川上流端)

・河床掘削

・護岸整備

・横断工作物改築

(橋梁、堰)

2.2西上野橋上流約220m

～法河川上流端

千歳川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

千歳川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比

※橋梁及び井堰等の横断工作物の改築にあたっては、関係者と
協議・連携の上、必要に応じ改修する。

河床掘削

護岸整備



HWLH.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(6)前谷川(加古川合流点～藪下川合流点)

・河床掘削0.3加古川合流点

～藪下川合流点

前谷川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

前谷川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比 河床掘削



H.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(7)万勝寺川(加古川合流点～かりかわ橋)

・河床掘削

・護岸整備

6.8加古川合流点

～かりかわ橋

万勝寺川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

万勝寺川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比 河床掘削

護岸整備



H.W.L.

区間① 計画的に

整備を進める区間

区間② 計画的に

整備を進める区間

区間③ 計画的に

整備を進める区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(8)東条川

・河床掘削

・築堤

・護岸整備

・横断工作物改築

(橋梁、堰)

8.9直轄管理区間上
流端

～大畑川合流点

①

・河床掘削

・護岸整備

2.6臨幸橋

～鴨川合流点

②

・河床掘削

・築堤

・護岸整備

・横断工作物改築

(橋梁、堰)

1.9神山川合流点

～月江川合流点

③

東条川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

東条川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

(直轄管理区間上流端～大畑川合流点)
(臨幸橋～鴨川合流点)
(神山川合流点～月江川合流点)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比

※橋梁及び井堰等の横断工作物の改築にあたっては、関係者と
協議・連携の上、必要に応じ改修する。

河床掘削

築堤
護岸整備



HWLH.W.L.

計画的に整備を進め

る区間

16

第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(9)大谷川(第6橋梁～法河川上流端)

・河床掘削

・護岸整備

0.9第6橋梁

～法河川上流端

大谷川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

大谷川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比
河床掘削

護岸整備



H.W.L.計画的に整備を進め

る区間

17

第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(10)三草川(水路橋付近～中国自動車道)

・河床掘削

・護岸整備

0.1水路橋付近

～中国自動車道

三草川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

三草川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比 河床掘削

護岸整備
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計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(11)油谷川(加古川合流点～JR橋梁)

・背水対策0.2油谷川合流点

～JR橋梁

油谷川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

油谷川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比

背水対策
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計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(12)野間川(みぎわ橋～山口井堰)

・河床掘削

・築堤

・護岸整備

・横断工作物改築

(堰)

8.5みぎわ橋

～山口井堰

野間川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

野間川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

2.5

1

縦横縮尺比

※橋梁及び井堰等の横断工作物の改築にあたっては、関係者と
協議・連携の上、必要に応じ改修する。

河床掘削

築堤
護岸整備



H.W.L.

計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(13)杉原川(加古川合流点～熊野部井堰)

・河床掘削

・築堤

・護岸整備

・横断工作物改築

(橋梁、堰)

19.0加古川合流点

～熊野部井堰

杉原川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

杉原川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

2.5

1

縦横縮尺比

※橋梁及び井堰等の横断工作物の改築にあたっては、関係者と
協議・連携の上、必要に応じ改修する。

河床掘削
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計画的に整備を進め

る区間
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(14)思出川(杉原川合流点～井堰(1.96km))

・河床掘削

・築堤

・護岸整備

2.0杉原川合流点

～井堰(1.96km)

思出川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

思出川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1.5

1

縦横縮尺比 河床掘削

築堤

護岸整備
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

１．整備区間
(15)奥荒田川(北安橋～乳母川橋)

・河床掘削

・護岸整備

0.3北安橋

～乳母川橋

奥荒田川

主な整備内容延長

(km)

施工場所河川名

計画的に整備を進める区間

施工場所と主な整備内容

奥荒田川整備横断イメージ

整備区間

直轄管理区間

流域界

激特認可区間

計画的に整備を進める河川(区間)

横断形状は、現地精査などにより必要に
応じて変更する場合がある。

1

1

縦横縮尺比

護岸整備

河床掘削



23

第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

2．河川環境の整備と保全

現在、加古川水系全域にわたり実施している「ひょうご川・自然環境調
査」や、継続的な各種モニタリングを実施し、加古川中流圏域における河
川環境の現状の把握及び、変化の要因を分析することにより、加古川中流
圏域における生態系の特性について知識を深め、新しい知見を踏まえなが
ら、整備内容を見直しつつ対策を実施する。



H.W.L.
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

・河道改修の実施にあたっては、できるかぎり現況河道の河床形状を重視
するとともに、水域と水際部の保全に極力努める。

・低水路を掘削せざるを得ない場合においても河床の平滑化は行わないこ
ととし、瀬や淵の形成を促すように配慮する。

・高水敷の掘削や樹木の伐採に際しては、治水上支障の無い範囲で、動植
物の生息・生育環境に配慮し行う。

2．河川環境の整備と保全
(1)河川環境に配慮した河道改修

河道改修後のイメージ
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第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

・取水堰などの河川横断構造物による分断を軽減し、生育分布の拡大およ
び連続性を回復するため、関係機関と連携し、加古川の津万井堰を始め、
千鳥川の穂積井堰などに魚道を設置してきた。

・今後、連続性の確保が必要な河川横断構造物について、取水井堰の改築
及び魚道の整備を計画している。

2．河川環境の整備と保全
(2)河川における連続性の確保

取水堰の改築杉原川：沖田井堰

東条川：六ヶ井堰など

河川横断構造物の改築

摘要設置される河川管理施設など

(機能の概要)

対象河川河川工事の種類

河川の連続性の確保に係わる主要な河川工事について

沖田井堰(杉原川) 六ヶ井堰(東条川)改築状況 魚道整備(万願寺川)



26

第１節
河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工により設
置される河川管理施設の機能の概要

・川で安全かつ、安心して遊び、川を知り、川で学ぶことのできる河川整
備を、関係機関・地域住民・学識経験者などの連携のもと、順次進めて
いくように努める。

・今後、加古川中流圏域の河川環境を守り、育てていくには、自然豊かな
加古川を教育の場として位置付け、普段から容易に川と接することがで
き、沿川の地域のつながりがもてるように、関係機関、関係団体との連
携を深め、協働することにより、河川環境保全の意識を高めていく。

2．河川環境の整備と保全
(3)人と自然との触れ合いの場の創出

自然体験学習
(山田川)

親水型の護岸整備
(東条川)

階段護岸の整備
(金剛寺谷川)

水辺公園の整備
(杉原川)
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第２章 河川の整備と実施に
関する事項

＜第２節 河川の維持の目的、種
類及び施工の場所＞
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

加古川等は良好な自然景観や多種・多様な動植物が生育・生息する豊か
な自然環境を有しており、地域住民をはじめ近郊地域の多くの人々に親し
まれているとともに、良好な水質が保持されており、治水・利水・環境の
各面での果たす役割は重要な位置付けとなっている。

河川の維持管理に際しては、平成22年2月に策定した兵庫県河川維持管

理計画に基づくとともに、優れた河川景観や自然環境に配慮して、治水・
利水・環境の視点から調和がとれ、機能を十分に発揮できるよう努めるも
のとする。
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

１．河道の維持
・河道内において、土砂、流木、樹木等によって川の流れが阻害されてい

ないか平素から留意し、地域住民からの情報提供や巡視によって、治水
上問題があると判断した場合には、堆積土砂撤去や障害物の除去を行い、
洪水時に水の流れが阻害されないように河道断面の維持に努める。

・堆積土砂撤去により発生した土砂や除去された流木等の廃棄物について
は、地元と協議してそれらの有効利用に努める。なお、河床掘削に際し
ては、河川環境に配慮し、水生生物などの生息環境への影響を抑えるよ
う努める。

堆積土砂撤去による河道の維持(万願寺川)

堆積土砂撤去

堆積土砂撤去前 堆積土砂撤去後
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

２．河川管理施設の維持管理

・洪水時に河川管理施設の機能が十分に発揮されるように、堤防、護岸、
揚水機場などの河川管理施設の維持・補修を行う。

・ライフサイクルコストを考慮した予防保全の考え方に立った維持管理・
更新計画を策定し、施設の長寿命化に努める。

・河川管理施設の維持管理の際には、河川環境に配慮し、水生生物などの
生息環境の変化や劣化が起こらないよう努める。

３．許可工作物の指導・監督

・井堰や橋梁などの河川占用施設の新設や改築・修繕などが、治水上の安
全性や、流水の正常な機能を損なうことなく、また、河川環境に配慮し
て水生生物などの生息環境への変化や劣化への影響が及ぶことがないよ
う施設管理者への指導・監督を行う。

・不法投棄・不法占用などがみとめられる場合は、流域自治体や関係機関
と連携し、これらの撤去・指導にあたる。
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

４．水量・水質の保全

・関係機関との連携のもと、「経年的な水位・流量観測」や、「水質観測
データ」を収集し、水量や水質の現状を把握するための環境情報を整備
する。

・良好な水質を維持できるよう河川清掃活動等を通じて、地域住民の水質
に対する意識向上を図る。水質事故が発生した場合は、関係機関との連
携により適切に対処する。
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第２節 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

５．河川を共有する意識の醸成

・『加古川は地域の貴重な共有財産である』という認識のもと、地域住
民・団体・事業者などと行政が連携し、地域住民や団体による自主的・
主体的な活動の展開や、流域内外の人々の交流と情報発信の推進に努め
る。

・地域住民の川に接する機会を増やし、普段の生活のなかで川を実感する
ことにより、河川を大切にする意識を広げるよう努める。県と市町が共
同で行うクリーン作戦などにより、安全な河川利用の促進、防犯防火等
を目的として除草、清掃を実施する。特に親水公園や利用者の多い箇所
については、定期的に除草、清掃し、良好な河川環境の確保に努める。

・河川愛護活動、ひょうごアドプトなど、住民や団体の自主的な河川の除
草、清掃活動に対して清掃資材提供等の支援を行う。なお、これらの活
動により回収したゴミについては、県、市町が適切に処理を行う。
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第２章 河川の整備と実施に
関する事項

＜第３節 河川整備を総合的に行
うために必要な事項＞
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第３節 河川整備を総合的に行うために必要な事項

１．総合治水に関する事項

・これまで進めてきた「河川下水道対策」に加え、雨水を一時的に貯留した
り地下に浸透させる「流域対策」や、浸水してもその被害を軽減する「減
災対策」を組み合わせた『総合治水』に取り組むことが重要となっている。

・加古川中流圏域における総合治水の具体的な施策については、兵庫県総合
治水条例に基づき、東播磨・北播磨・丹波地域いわゆる加古川流域圏にお
ける地域総合治水推進計画を策定し、実施する。

総合治水条例の概要パンフレット
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第３節 河川整備を総合的に行うために必要な事項

２．河川情報の提供に関する事項

・改修途上段階における施設能力以上の洪水や整備目標流量を上回るよう
な洪水が発生した場合に被害を極力抑えるために、平時より流域自治体、
流域住民などと密接な連絡や協力を保ち、降雨時における雨量・水位な
どの情報を速やかに提供することにより、地域の水防活動を支援し、被
害の軽減に努める。

・日常の河川情報の提供としては、河川愛護月間等における行事、水防演
習、各種イベント等を通じて、河川愛護、河川美化等の思想の普及や啓
発に努めるとともに、河川に関する広報活動を強化し、治水・利水・環
境に関する意識の高揚を図る。

・具体的な情報提供の取り組みとして、兵庫県では、水防団、消防機関の
出動等の目安となる氾濫注意水位を越える水位として、洪水時の避難・
誘導活動への判断材料のひとつとなる避難判断水位を設定し、河川の水
位や雨量に関するリアルタイム情報を「フェニックス防災システム」に
より関係行政機関の防災担当部局へ提供している。
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第３節 河川整備を総合的に行うために必要な事項

２．河川情報の提供に関する事項
・県のホームページでは、兵庫県CGハザードマップを公開しており、降雨

量毎の浸水状況等の防災情報マップ及び動画を用いた防災学習のページ
等を掲載している。水位や雨量の住民への情報提供は、兵庫県防災気象
情報や国の「川の防災情報」等を介し、リアルタイムに配信している。

・地上デジタルテレビ放送による災害関連情報(避難勧告・指示、避難所開
設、河川の水位・雨量)の提供を行っているとともに、河川監視カメラを

整備し、インターネット回線を通じた地域住民への河川のリアルタイム
映像の配信を行っている。

地域の防災情報
(兵庫県CGハザードマップ)

兵庫県 河川監視システム

河川監視カメラ
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第３節 河川整備を総合的に行うために必要な事項

３．地域や関係機関との連携等に関する事項

・河川情報の公開や提供、共有化を進めるとともに、河川だけにとらわれ
ない広域な視点として、加古川の優れた河川環境や流域内にある文化財
の価値等、流域内の資産を広く住民に認識してもらい、住民間、住民と
行政の連携を強化し、協働の観点から問題の解決に取り組んでいく。

・流域の小中学生とその家族、学校関係者等、地域が一体となった河川の
清掃活動等の活用や、洪水時に円滑かつ迅速な避難が行われるよう、関
係機関と連携して水防体制や防災教育等の支援を行い、地域住民の水害
に対する意識の向上に努めていく等、流域全体が連携して、住民が主体
的に川を守り育てる社会づくりや仕組みづくりを推進する。


